
20190603第 112回箕面探索同好会 龍門山（キイシモツケ群生地） 報告 

大阪よりＪＲ，南海、ＪＲと乗り継ぎＪＲ粉河駅着 9：5９、所要約 2時間。登山口までタクシーはピストン運

転し田代コース登山出発は 10：46。カキノハグサ、ナガバノコウヤボウキ、キイシモツケ、シライトソウ、オ

カタツナミソウ、山頂、明神岩共に展望は良く、中央コース登山口まで約４キロを満喫した。月曜は混むとのこ

と、帰りタクシー待ちの最後の下山者は１時間ほど差がついて粉河駅 17時の JRに。天気晴。参加者 20名 

   

ＪＲ粉河駅改札口より望む龍門山     田代コース登山口「登山開始」   カキノハグサ「ほぼ全コースで」 

   

コガクウツギ            ヒメカンアオイ          ハナイカダ 

   

キイシモツケ「山頂付近群生する」　　　　フタリシズカ　               ナガバノコウヤボウキ 

     
 オオバギボウシ「山頂は大きくて多い」           龍門山（H754m）山頂 



 

明神岩横から        明神岩の上             明神岩より粉河駅方面展望「紀ノ川」 

  
タツナミソウ「下山道多数」                ツルアリドウシ 

  
ホウノキ「花」                  マルバアオダモ「赤いトネリコ」 

  
キイシモツケの案内板            下山 中央コース登山口「タクシーを待つ」 

次回 6月例会：6/17（月）第 113回箕面探索同好会 「箕面観察ハイク」箕面駅 9：30集合  

7月例会：7/1（月） 第 114回箕面探索同好会 「東海自然歩道２」勝尾寺バス停 ９：４５集合 

7月例会：7/15（月）第 115回箕面探索同好会 「箕面観察ハイク」箕面駅 9：30集合 

8月例会：8/５（月）第 116回箕面探索同好会 「高野山・高野三山」南海なんば駅８：００集合 

「写真記録：谷川稔」 



20190603龍門山　植物観察の写真記録

ソクシンラン（ノギラン科）束心蘭…叢生する葉の中心から花序が出るから

ヒメカンアオイ（花）



シライトソウ（花） シライトソウ（根生葉・蕾）

ナガバノコウヤボウキ（2年枝） コウヤボウキ（2年枝）



フタリシズカ（花序が2本のものは少なく、大概は1本）

フタリシズカ（花が終わると横たわる） フタリシズカ（幼果序…果実は核果）



ヤマトウバナ（花）

ツクバネウツギ（残存萼）



ヤブムラサキ（蕾）

ガマズミ（花）



イワガラミ

クラマゴケ



コガクウツギ（装飾花がある）

マルバウツギ（花序のすぐ下の葉は無柄で枝を抱く）



カナクギノキ

チゴユリ（果実）



マムシグサの仲間（ムロウテンナンショウ？キシダマムシグサ？）斑入り

マムシグサの仲間（鋸歯のあるタイプ）



ナワシロイチゴ（花）

ササユリ（蕾）



カキノハグサ（ヒメハギ科）

ナガバカキノハグサといわれる葉が細長いタイプ



カキノハグサ（花の構造がヒメハギに似ている）

ナガバノコウヤボウキ（昨年の果実の痕跡）葉腋毎に残り、ナガバであることを示している



モチツツジ（10ｃｍ程しかない株に花が咲いている…蛇紋岩のせい？）

リュウノウギク



アブラチャン

ヤマコウバシ



キイシモツケ

キイシモツケ群生（ユキヤナギのような咲き方）



タツナミソウ（蕾）茎に開出毛がある

オカタツナミソウ（花序が短く、茎の先に固まって花がつく）



ツルアリドオシ（花）

ウグイスカグラ（果実）



ヤブコウジ（果実）

ミヤマシキミ（果実）



ハナイカダ（果実）

オオバノトンボソウ（蕾） イチヤクソウ（蕾）



トリガタハンショウヅル（幼果）果柄の小苞が柄の基部にあって目立たない

トリガタハンショウヅル（葉）




